
5月号
2018 No.257

広報

も く じ
02-04　特集 1：平成 30 年度大和村の取り組み
05　　  特集 2：新規採用職員および新任課長の紹介
06-07　特集 3：大河ドラマ「西郷どん」
　　　　　　　  奄美パブリックビューイング開催！
08-10     シマの話題
11-12    連載 : ワンダー奄美（地域おこし協力隊通信）ほか
13 -14    お知らせ
15　　  大和村長のフォトダイアリー、ほか
16　　  お知らせ：すももフェスタ '18
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特集 1 平成 30 年度 大和村の取り組み

平成 30 年第 1 回大和村議会定例会において、平成 30 年度大和村の施政方針演説が行
われました。それをもとに主な施策を抜粋してお伝えします。

もっともっと

をうけて走れ！追い風追い風

行
財
政
改
革
の
推
進

　

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
村
民
に
不
平
等
の
な
い
よ
う

徴
収
を
行
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
市
町
村
税
徴
収
率

が
９
７
．
８
％
と
県
内

1
位
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
公
平
な
徴

収
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 平

成
28
年
度
　
市
町
村
税
徴
収
率
1
位

　

昨
年
の
６
月
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
和
村
へ
の
ふ

る
さ
と
納
税
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
返
礼
品
を

充
実
し
、
平
成
29
年
度
は
、
過
去
最
高
の
納
税
件
数
を
達

成
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財
源
確
保

平成 29年度：375件

平成 28年度： 52件

7.2 倍！

ふるさと納税件数

　

増
大
が
見
込
ま
れ
る
企
画
・
観
光
業
務
に
対
し
て
、
迅

速
か
つ
的
確
に
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

「
総
務
企
画
課
」
と
「
産
業
振
興
課
」
で
そ
れ
ぞ
れ
行
っ

て
い
た
「
企
画
」
と
「
観
光
」
の
業
務
を
ひ
と
つ
の
課
で

効
率
的
に
行
う
た
め
に
「
企
画
観
の
光
課
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

「
企
画
観
光
課
」
を
新
設

農
林
水
産
業
の
振
興

　

村
内
の
農
林
水
産
物
、
加
工
品
等
の
販
売
拠
点
、
観
光

拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
道
の
駅
」
構
想
の
推
進

　

あ
ま
み
漁
協
大
和
支
所
（
津
名
久
）
の
敷
地
内
に
水
産

加
工
施
設
を
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
体
験
型
観
光
と

連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
理
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
魚

食
の
普
及
や
新
鮮
な
地
場
産
魚
介
類
の
地
産
地
消
お
よ
び

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

水
産
加
工
施
設
を
整
備
予
定

　

毛
陣
地
区
の
実
証
・
体
験
農
園
つ
い
て
は
、
臨
時
職
員

を
雇
用
し
、
農
家
の
研
修
の
場
や
、
学
校
・
社
会
教
育
と

連
携
し
た
収
穫
体
験
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
福

元
地
区
に
お
い
て
は
観
光
農
園
と

し
て
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
福
元

イ
モ
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
み
、

地
域
営
農
組
織
と
連
携
し
、
福
元

ダ
イ
コ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
付

加
価
値
化
を
図
る
た
め
、
品
種
の

統
一
に
取
り
組
み
ま
す
。（
関
連
記

事
10
ペ
ー
ジ
）

合
同
会
社
ひ
ら
と
み
の
取
り
組
み

観
光
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大

　

平
成
30
年
度
も
、
奄
美
群
島
は
国
立
公
園
指
定
後
の
注

目
度
の
高
さ
、
関
東
・
関
西
か
ら
の
格
安
航
空
路
線
の
就

航
、
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
送

開
始
な
ど
、
奄
美
の
観
光
に
と
っ
て
追
い
風
が
続
く
年
で

あ
り
ま
す
。
観
光
客
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
受
け
入

れ
体
制
や
施
設
の
整
備
を
、
新
設
し
た
「
企
画
観
光
課
」

で
行
う
こ
と
で
効
率
的
な
業
務
の
遂
行
に
努
め
、
観
光
振

興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
「
大
和
村
集
落
ま
る
ご
と

体
験
事
業
」
へ
の
支
援
や
、
特
例
通
訳
案
内
士
を
活
用
し

た
訪
日
外
国
人
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
続
く
追
い
風

　

平
成
30
年
度
は
、
大
和
村
制
施
行
１
１
０
周
年
の
年
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
招
待
者
に
つ
い
て
は
、
関
東
、

関
西
、
中
部
、
鹿
児
島
等
の
全
国
各
地
の
郷
友
会
に
広
く

呼
び
か
け
を
行
い
、
１
１
０
周
年
を
契
機
と
し
て
村
出
身

者
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
は
じ
め
、
定
住

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

村
制
施
行
１
１
０
周
年
を
盛
り
上
げ
る

定
住
促
進
対
策
の
拡
充

　

こ
れ
ま
で
の
「
空
き
家
改
修
助
成
」
を
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
改
め
、
新
た
に
「
住
宅
改
修
事
業
助
成

金
制
度
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村
内
に
あ
る
家

屋
に
対
す
る
改
修
に
か
か
る
費
用
の
半
分
を
助
成
す
る
制

度
で
、
10
万
円
以
上
の
工
事
か
ら
適
用
さ
れ
、
上
限
は

50
万
円
で
す
。
適
用
外
の
工
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
企
画
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

企
画
観
光
課

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
１
１

住
宅
改
修
事
業
助
成
を
充
実

県内 1位

97 ． 8％

市町村税徴収率

子
育
て
支
援
の
推
進

　

平
成
29
年
度
か
ら
準
要
保
護
世
帯
と
一
般
世
帯
へ
の
就

学
援
助
費
を
増
額
い
た
し
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
、
準
要
保
護
世
帯
の
学
校
給
食
費
の
全
額
助
成
を
行
い
、

更
な
る
子
育
て
支
援
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
心
し
て
大
和
村
で
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
延
長
保
育
や
土
曜
保
育
を
実
施
す
る
ほ
か
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
村
単
独

の
出
産
祝
い
金
や
育
児
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
強
化

　

平
成
30
年
度
は
、
個
人
事
業
者
が
行
う
起
業
に
つ
い
て

も
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
庁
内
で

検
討
を
進
め
ま
す
。
特
に
、
今
後
の
観
光
客
増
加
に
よ
る

村
内
宿
泊
施
設
の
不
足
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
民
泊
事
業
を
起
業
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
支

援
を
行
う
た
め
に
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

「
民
泊
」
起
業
支
援
の
検
討
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学
校
教
育
の
補
完
的
役
割
を
目

的
と
し
て
、
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
、

子
ど
も
達
の
可
能
性
を
更
に
伸
ば

す
こ
と
と
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
離
島
に
い
て
も
都

市
部
と
同
等
の
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
平
成
30
年
度
に
つ
い

て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
学
習
塾
の
更
な
る
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。生

活
環
境
の
整
備

　

光
ケ
ー
ブ
ル
高
速
通
信
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
近
隣

市
町
村
と
共
同
で
平
成
29
年
度
か
ら
２
カ
年
間
の
計
画
で

環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
東

部
地
区
、
国
直
か
ら
大
金
久
ま
で
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
30
年
度
は
西
部
地
区
、
戸
円
か
ら
今
里

ま
で
と
福
元
地
区
の
整
備
を
行
い
、
村
内
全
地
区
の
光
ケ

ー
ブ
ル
高
速
通
信
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

光
ケ
ー
ブ
ル
高
速
通
信
網
の
整
備

　

住
環
境
及
び
自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
生
活
排
水

及
び
し
尿
処
理
対
策
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ

り
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
の
整
備

　

あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
村
民
が
利
用

す
る
情
報
源
と
し
て
大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
、
広

報
や
ま
と
ラ
ジ
オ
便
の
活
用
な
ど
、
身
近
な
生
活
情
報
や

災
害
時
の
防
災
情
報
等
、
村
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、

村
民
の
利
便
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
平
成
29
年
度
に
、「
見

や
す
さ
」、「
使
い
や
す
さ
」、「
探
し
や
す
さ
」
を
追
求
し
、

新
た
な
形
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
、
効
果
的
な

情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。 

情
報
発
信
の
強
化

 

安
全
・
安
心
な
大
和
村
づ
く
り

　

診
療
所
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
各
種
検
診
受
診
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
教
育

及
び
訪
問
指
導
の
強
化
な
ど
健
康

増
進
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
集
落

介
護
予
防
教
室
や
タ
ラ
ソ
利
用
助

成
な
ど
健
康
増
進
活
動
を
実
施
し
、

村
民
の
介
護
予
防
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。 福

祉
の
向
上

　

本
村
の
自
主
防
災
組
織
が
、
緊
急
時
に
効
率
的
に
機
能

で
き
る
よ
う
組
織
の
育
成
・
強
化
の
た
め
に
、
自
主
防
災

組
織
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、
大

和
消
防
分
駐
所
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
の
避
難
施
設
で
あ
る
集
落
公
民
館
等

に
つ
い
て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
災
害
備
蓄
品
等
の
配
備
や
、
高

台
避
難
所
に
つ
い
て
年
次
的
に
整
備
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

防
災
力
の
強
化

大和村の新しいホームページ

右の QR コードを読み取
ってアクセスできます。

「広報やまとラジオ便

リッスントゥミーひらとみ」

月曜から土曜の午前 9 時からと午後
2 時半から 77.7MHz で放送中です！

龍郷町出身（26 歳）大和浜在住

村田 丈
たけひさ

尚

新規採用職員　　　新任課長　

　平成 30 年４月１日付けにて 4 名の職員を採用しました。まだまだ未熟な職員達ですが
行政のプロフェッショナルを目指して奮闘中です。お見かけの際には村民の皆様からも
ご指導下さいますようお願いいたします。
　また本年度は、組織編成に伴い、「総務課」と「企画観光課」に 2 名の新任課長が着任
しています。村民の皆様により良いサービスを提供するため、職員ひとりひとりの持て
る力を存分に発揮し、一丸となって日々の業務に取り組んでまいります。

および の紹介

産業振興課　林務水産担当
熊本市出身（35 歳）津名久在住

中山 友
と も み

美
企画観光課　広報担当

大棚出身（22 歳）大棚在住

藤村 倖
こうせい

生
総務課　消防士

奄美市出身（27 歳）思勝在住

満永 聖
せ い な

奈
保健福祉課　保育士

政村 勇二
総務課長

森永 学
企画観光課長

村民に愛される

「広報やまと」を作る！

5 広報やまと 5 月号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
塾
の
充
実

林務水産担当です。

海と山を走り回ります！

つ
ま
ず
い
た
っ
て

い
い
じ
ゃ
な
い
か
　

に
ん
げ
ん
だ
も
の

明るく、温かい保育を

心がけて頑張ります

小さくと
も
光り輝く大和村

私たちも
頑張ります！

特集 2
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大和村の西郷どんスポット！

6広報やまと 5 月号

西郷どんスポット３ 開
ひらとみ

饒神社

　第 19 回放送の「西郷どん紀行」で紹介された開饒神社。
サトウキビ栽培を成功させた大和浜集落出身の直 川智翁
をまつった神社で、毎年、製糖関係者や黒糖焼酎の蔵元
などが、豊作祈願に参拝に訪れます。

　西郷さんが奄美大島で過ごした時代は、島民はサトウ
キビ栽培と製糖に追われ苦しい日々を過ごしていました。
黒糖が明治維新を成功させた財政基盤の一端を担ってい
たのです。

西郷どんスポット４ 磯平パーク

　サトウキビ栽培の祖・直 川智翁が中国から持ち帰った
サトウキビの苗を植えたとされる場所に磯平パークはあ
り、「直 川智翁甘蔗創苗之地」という石碑が建立されて
います。眼下には岩肌にぶつかり砕ける白波と、ソテツ
の群生が見られます。第 19 回放送の「西郷どん紀行」で
紹介されました。

西郷どんスポット 2 群
ぼれぐら

倉
　第 18 回放送の「西郷どん紀行」で、当時の島の暮らし
を説明するなかで大和浜の群倉が紹介されました。高倉
は、釘を使わない建築様式の穀物庫で、火災などから食
糧を守るために集落のはずれに集めて建てられたものを
群倉と呼びます。奄美大島では唯一、当時と同じ姿を保
っており、県の文化財に指定されています。

大河ドラマ「西郷どん」
奄美パブリックビューイング開催！

　5 月 20 日（日）、奄美文化センターにて大河ドラマ「西郷どん」
奄美パブリックビューイング（ＮＨＫ鹿児島放送局、観光かごし
ま大キャンペーン推進協議会主催）が開催されました。ゲストに
愛加那を演じる二階堂ふみさん、主題歌を歌う里アンナさんらを
迎え、1,200 人の会場の皆さんと第 19 回の放送を鑑賞しました。

　イベント終了後に報道陣の取材に応じた二階堂ふみさんにロケ
地となった宮古崎について撮影当時の感想をお聞きすると、「宮
古崎は自然のパワーがみなぎっている場所だと感じた、力が湧い
てくるようだった」とコメントされました。

　大河ドラマ「西郷どん」は、大和村のさまざまな場所でも撮影
が行われました。タイトルバックとドラマ本編が撮影された宮古
崎をはじめ、大和村の「西郷どんスポット」をご紹介します！

特集 3

# 宮古崎 #ササント #大和村 #徒歩 20分

#奄美＃国立公園 #自然 #パワースポッ

ト #癒し #黄金のじゅうたん #海きれい

#気分は西郷さん

今年に入り、たくさんの観光客でにぎわっています。遊歩道に設置し
た登山者カウンタによると、その数延べ 2848 人！（4 月 20 日現在）

西郷どんスポット１ 宮古崎

大和村イチ推し
フォトスポット！
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シマの 題話

新１年生 9 名が入学
　４月６日、大和小、大棚小、名音小の３校において入学式があり、9 名の新入生が入学しました。入
学式では、新 1 年生の名前が呼ばれると「ハイ！」と大きな声で返事をして式場を和ませていました。
　元気に遊びたくさん学ぶ「大和っ子」を地域全体で見守りましょう。登下校の際は、見かけたら声か
けをお願いします。

大和小学校
郁島 信介校長・全校児童 27 名

平岡　爽
そ う る

琉さん

福山　結
ゆ う と

斗さん

直島　彩
し ゅ り か

音伽さん

永田　愛
あ い な

奈さん

大棚小学校
赤井 清人校長・全校児童 12 名

杉島　希
の あ

空さん

名音小学校
福 和人校長・全校児童 11 名

勝　幸
こうめい

盟さん

久保　佑
ゆ う き

騎さん

重村　琉
る お ん

音さん

福原　優
ゆ う い

衣さん

ご入学おめでとうございます

写真提供：各小学校

　村内に続々と新しい施設がオープンしています。まずは、村内初となるゲストハウス「奄美大和ゲス
トハウスそのうち」。オーナーは地域おこし協力隊の小泉理恵さん。津名久集落の空き家となっていた
家屋を購入し、自らの手でリフォームを行い、この春完成を迎えました。ゲストハウスは、低料金で宿
泊でき、トイレやシャワールーム、キッチンは共同で使い、ほかの宿泊者との交流ができるのが特徴。
小泉さんのゲストハウスは、全部で 20 名程度が泊まれる施設で、カプセルホテルのようなベッドが備
え付けられています。10 人が泊まれる男女兼用の部屋は、宿泊料が 1 ８００円。女性専用の部屋、家
族やグループ旅行におすすめの個室も用意されています。

　そして、新しく食事ができる施設もオープンしています。国直海岸のウミガメ公園近くの「Bee-Lunch 
（ビーランチ）」は、グリーンカレーやガパオライスといったエスニック料理などが楽しめるお店で、移

住者のご夫婦がオーナー。津名久集落にできた焼き鳥屋「TSUNAGU（つなぐ）」は、県道沿いにありひ
ときわ南国感のあふれる外観が目を引きます。店舗裏のオープンスペースは地元の人々が集まりにぎや
か。地元密着型のお店です。

　今後も観光客の増加が見込まれる中、村内の宿泊所や飲食店の不足が課題となっていますが、新しい
施設が増え、集落に活気が生まれているようです。　

新たな観光拠点が続々と

村内初のゲストハウス オープン
シマの 題話

オーナーの小泉理恵さん

【問合せ先】奄美大和ゲストハウス
電話 050-5327-7550
HP https://kumahaku846.wixsite.com/sonouchi

一本 80 円から 150 円波の音を聞きながらの食事はいかが？

【問合せ先】TSUNAGU
電話：080-2473-1901
営業時間：17：30 頃～ 22：00
定休日：不定休

【問合せ先】Bee-Lunch
電話：090-7720-1308
営業時間：11：00 ～ 21：00
定休日：第 2・第 4 火曜日

キッチンや共同スペースも自由に使うことがで
きる
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第
61
回
大
和
村
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季

大
会
が
4
月
16
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
大
和
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
級
は
、

大
棚
Ａ
チ
ー
ム
と
津
名
久
チ
ー
ム
の
対
戦
。
大
棚

Ａ
チ
ー
ム
が
初
回
に
9
点
を
奪
い
試
合
を
優
位
に

進
め
、
13
対
1
で
11
年
連
続
優
勝
を
達
成
し
ま
し

た
。
津
名
久
チ
ー
ム
は
、
昨
年
か
ら
Ａ
級
に
昇
格

し
、
今
年
は
試
合
に
は
敗
れ
た
も
の
の
決
勝
ま
で

上
り
詰
め
ま
し
た
。
Ｂ
級
は
、
攻
防
の
末
、
名
音

チ
ー
ム
が
思
勝
チ
ー
ム
に
５
対
４
で
勝
利
。

　

Ａ
級
の
最
優
秀
選
手
は
、
攻
守
、
打
撃
に
活

躍
し
た
伊
集
院 

将
さ
ん
（
大
棚
Ａ
チ
ー
ム
）
が
、

Ｂ
級
は
、
攻
守
で
勝
利
に
貢
献
し
た
重
村 

大
剛

さ
ん
（
名
音
チ
ー
ム
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

今年も大棚 A チーム優勝春の遠足　高倉へ
　

5
月
2
日
、
大
棚
小
学
校
の
春
の
遠
足
が
行
わ

れ
、
1
年
生
か
ら
4
年
生
の
児
童
5
名
が
片
道
お

よ
そ
3
．
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
大
和
浜
の
群

倉
を
訪
れ
ま
し
た
。
村
教
育
委
員
会
の
職
員
に
よ

る
説
明
を
受
け
、
釘
を
使
わ
ず
に
建
て
ら
れ
、
ね

ず
み
が
登
れ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、

「
昔
の
人
は
頭
が
い
い
ね
ぇ
」
と
、
感
銘
を
受
け

た
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
は
し
ご
を
上

っ
て
倉
を
覗
き
込
む
と
、「
秘
密
基
地
み
た
い
」「
ク

ワ
ガ
タ
の
匂
い
が
す
る
」
な
ど
の
子
ど
も
な
ら
で

は
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
道
中
に
は
ス
モ
モ

の
甘
い
香
り
が
漂
い
、
郷
土
の
自
然
や
文
化
を
感

じ
る
一
日
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

５
月
４
日
の
早
朝
、
津
名
久
の
海
岸
に
体
長
約

5
メ
ー
ト
ル
の
ク
ジ
ラ
の
死
骸
が
漂
着
し
て
い
る

の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
に
湾
内
を
ク
ジ
ラ

が
泳
い
で
い
る
の
が
目
撃
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か

の
理
由
で
迷
い
込
ん
で
し
ま
い
死
ん
で
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
専
門
家
に
よ
る
と
コ
ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ

と
い
う
奄
美
沿
岸
で
は
見
か
け
な
い
小
型
の
ク
ジ

ラ
（
雄
）
と
の
こ
と
。
船
で
引
っ
張
り
漁
協
前
に

移
動
さ
せ
、
骨
標
本
を
作
る
た
め
に
解
剖
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
珍
し
い
光
景
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
中
と
あ
っ
て
子
ど
も
を
は
じ
め
、
多
く
の
住

民
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
解
剖
後
は
、
砂

に
埋
め
ら
れ
、お
よ
そ
１
年
後
に
掘
り
起
こ
さ
れ
、

標
本
が
作
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ＧＷにクジラ漂着　見物客でにぎわう大きいのみっけ！ じゃがいも収穫体験
　

5
月
9
日
、
毛
陣
地
区
の
実
証
農
園
に
て
ジ
ャ

ガ
イ
モ
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
同
会
社

ひ
ら
と
み
が
主
催
す
る
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
、

村
内
の
保
育
所
生
38
名
が
無
農
薬
で
育
て
ら
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
こ
わ
ご
わ
と
土
を
触
っ
て
い
た
子
ど
も

達
も
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
姿
を
現
す
と
歓
声
を
あ
げ

て
我
先
に
と
掘
っ
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
は

「
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
農
園
の
管
理
を
す
る

ひ
ら
と
み
職
員
の
久
保
和
也
さ
ん
（
35
歳
・
名
音
）

は
、「
無
農
薬
無
肥
料
で
果
物
や
野
菜
を
栽
培
し

て
い
る
。
今
後
は
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
体

験
農
園
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

シマの 題話

　4 月より総務課にて「空き家調査」をさせて頂いております。
調査は、村内外に関わらず、定住人口の維持を目的としています。
5 月 23 日現在では空き家が 98 戸、廃屋が 93 戸です。
　現在、空き家の約 4 割（39 戸）を調査中で貸し出し可能物件
の絞り込み作業をしています。約 9 割（34 件）が築 30 年以上
が経過していますが、リフォームすることにより息を吹き返せ
る物件もありそうです。
　家は生き物です。住む方がいないと劣化が加速し、あっとい
う間に廃屋になってしまいます。今後、人口減少は更に加速、
そして空き家もますます増加します。また、廃屋には様々な危
険要素もあり、大きな社会問題となっています。
　家がなくなると、「気軽にシマに戻れない」、「いつか戻るので
貸せない」との声がある一方で、すぐに大和村に住みたいが家
がないとの声もあり、住宅確保が急務となっています。良い物
件を増やすには、空き家期間を短くする事が重要となります。
家主様のご協力が不可欠ですので、よろしくお願いしたします。

　「やまとや」というお菓子製作グループを発足し、まほろば館で販売
を始めてから約1年半が経ちました。そしてなんと、5月から月2回ほど、
学童保育でやまとやのお菓子を利用していただくことになりました。
やまとやは、村内の子どもたちに健康的なお菓子を食べて欲しいとい
うことも発足の理由のひとつなので、今回の依頼はとても嬉しいです。
学童保育の子どもたちのためのお菓子は、白砂糖不使用、国産の小麦粉、
自然塩を使用するなどのこだわりを持って製作しています。
　さて、皆さんはお菓子はもちろん食品の原材料を見てお買い物をし
ているでしょうか。私はやまとやを始めてから特にチェックするよう
になりました。多くの食品には、手作りだと使用する必要のない添加
物が、長期保存、コスト削減等のために使われています。日本で使わ
れる添加物のなかには、有害であるとして海外ではすでに禁止されて
いるものもあります。体は食べるものからできています。「お店で売っ
ているから大丈夫」ではなく、何が入っているか確認し、子どもにも
大人にもできるだけ害のないものを選んでみませんか？

原材料を気にしていますか？

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami
第12回

地域おこし協力隊　

福永が取り組んでいる業務を

お伝えします！

ゆんきゃぶり場が 2 月 2 日にオープンしました。地
域活性化の拠点作りを目指しております。全国から
色んな方々が立ち寄ってくれています。（キャラの
濃い方ばかりですが・・・）

地域おこし協力隊通信 第6回

やまとやの黒糖ビスケット

商品裏に貼っているラベルの一例。
ビスケットに必要な材料はこれだけ。
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ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん
　「登録延期になったねぇ。地元住民は興味がないし、そうい
うところが原因なのかね」と、同じ事を数名の地域住民に言
われました。
　今回の世界自然遺産登録延期の勧告は、私たち住民にとっ
てマイナスな出来事なのでしょうか。冒頭に書いた島の人た
ちの素直な意見を聞いて、あくまで個人的な意見としてです
が、私はプラスだったのではないかと思います。
　住民の方は、「興味がない」ということが「延期に繋がった」
と考えたのでしょう。実際は、保護管理体制が云々とかそう
いう事がメインだとは思いますが、住民が興味を持たなかっ
たことで、なかなか進まない事柄もあったように思います。

　「延期」というのが、気持ち的には落胆しマイナスのイメージがあるのは間違いありませんが、かといっ
てイコールそれが悪い出来事ということではありません。興味を持たなかった人たちへの一つのメッセー
ジになったと思います。そして、世界遺産とは地球規模の遺産です。簡単になれるものではないと戒めに
なったと思います。また、現段階で何もかもが世界基準で準備を進め、整っているわけではありません。
世界基準の一歩先の準備をしていき、これぞ世界自然遺産だと言われる島になるようにみんなで協力して、
私たち一人ひとりが出来る事を探して進めていけたら素晴らしいと思います。

Vol. 18

　髄膜炎菌感染症（以下、同感染症）は、髄膜炎菌が原因で起こる感染症です。頻度は少ないです
が、発症すると症状は急激に進行し、高い致命率（19%）が報告されています。宮崎県の高校運動部
寮内で同感染症が集団発生し 1 名が死亡（2011 年）しました。死亡した学生は早朝に食堂で倒れて
いたところを発見され、病院に運ばれ治療を受けましたが、残念ながら夕方に亡くなりました。髄
膜炎菌は日本では 100 人に 1 人くらいが鼻の奥にもっています。鼻の奥にいるだけでは無症状ですが、
たまたま血管に入ると突然の発熱、嘔吐、頭痛、意識障害や髄膜炎を起こす病原性の強い細菌です。
誰でもかかる可能性がありますが、乳幼児と 10 歳代後半に感染のピークがあります。人と人の接触
が密な場所で発生しやすく、食器やコップなどの共有などがリスクとして挙げられます。

　同感染症は、ワクチンで防げる病気です。学生寮や合宿所
での共同生活は感染リスクが高まるので、ワクチンを接種す
ることが薦められています。重い副反応はみられていません。
米国ではすべての子どもが接種しますが、日本では任意接種
であったため、まだ普及していません。大和村では全国に先
駆けて、髄膜炎菌感染症の予防ワクチン接種の補助が始まり
ました。詳しくは、保健福祉課または診療所までお問い合わ
せください。

文／小川 信

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美

世界自然遺産登録の延期について思うこと
第 7回

髄膜炎菌感染症のワクチン助成が始まりました

文献 1) 西順一郎：南日本新聞，2016 年 12 月 27 日
　　 2) 尾内一信 : サノフィ株式会社資料 , 2017
　　 3) 国立感染症研究所 病原微生物検出情報 (IASR) 32(10):298-299, 2011
　　 4) 揚松龍治 , 御供田陸代 , 穂積和佳 : 集団生活において発生した侵襲性髄膜炎菌感染症事例 , IASR 39(1): 5-6, 2018

新緑の森

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
料
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
を
増
進
す
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
方
が
、

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
際
、
施
術
料
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

□
助
成
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
も
可
）

□
対
象
と
な
る
施
術

　

村
が
指
定
す
る
、
は
り
・
き
ゅ
う
師
が
行
う
保
険
診
療
外
の

は
り
・
き
ゅ
う
施
術

□
指
定
施
術
所

　

中
山
鍼
灸
整
骨
院
（
津
名
久
）

□
助
成
内
容

　

施
術
１
回
に
つ
き
6
0
0
円

　

１
ヶ
月
に
10
回
ま
で
、
１
年
間
に
60
回
ま
で

□
助
成
の
方
法

　

①
役
場
で
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
受
診
券
交
付
申
請
を
す
る

　

②
『
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
受
診
券
』
の
交
付
を
受
け
る

　

③
施
術
所
で
施
術
を
受
け
る

　

④
施
術
者
に
受
診
券
を
１
枚
渡
し
、
差
額
を
支
払
う

□
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課　

0
9
9
7
（
５
７
）
2
2
1
8
（
直
通
）

はり ・ きゅう施術料を

一部助成します！

保健福祉課まで

お問合せください。

身を守るのは 「早めの避難」

　

6
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
梅
雨
に
入
り
、
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
大
雨
や
台
風
、

地
震
な
ど
に
よ
る
土
石
流
や
崖
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
と
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
す
、
土
砂
災
害
か
ら
生

命
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

②
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

③
危
険
箇
所
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

④
避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

⑤
逃
げ
方
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
て

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

！ 土砂災害の前兆現象

土石流 がけ崩れ 地すべり

雨が降り続いているのに
川の水が減る

川の流れが濁り、
木が流れてくる

斜面から水がわき出る

地面にひび割れや
段差ができる

わき水が増える

小石が落ちてくる

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋
海
上
保
安
署
で
は
、
本
格
的

な
台
風
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
台
風
海
難
防
止
強
調

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】「
来
る
ぞ
台
風
！
備
え
は
よ
い
か
！
」

【
実
施
期
間
】
６
月
21
日
（
木
）
～
同
30
日
（
土
）

　

台
風
に
よ
る
海
難
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
台
風
情

報
の
早
期
把
握
、
船
舶
所
有
者
に
あ
っ
て
は

①
大
型
船
は
安
全
な
海
域
へ
早
期
避
難

②
小
型
船
舶
は
陸
揚
げ
・
固
縛

③
港
内
避
泊
の
場
合
は
係
留
強
化
―
―
こ
れ
ら
を
心
掛

け
、
早
め
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

作
業
中
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
願

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

電
話 

０
９
９
７
（
５
３
）
５
５
６
９

台
風
海
難
防
止
強
調
運
動

気象情報や緊急情報を配信します
登録はこちらから↓

緊急情報メール配信サービス
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表 紙 写 真 の 紹 介

　合同会社ひらとみによる農
業体験での一コマ。大きなミ
ミズを見つけて得意気な南　
優聖さん（5 歳）。土や農作
物、生き物に触れ、親しめる
環境があるって素晴らしいで
すね。これからも今回のよう
なイベントが開催されること
を願っています。

こせきの窓

人 口　1,497 人（ △ 19）
男　　　733 人（ △ 5）
女　　　764 人（△ 14）
世 帯  868 世 帯 （14）

4 月 27 日現在
（前年同月比）

ふ
る
さ
と
納
税

    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

貞
野　

広
和 

様
（
埼
玉
県
）

松
島　

敬
尚 

様
（
大
阪
市
）

金　

雷 

様
（
名
古
屋
市
）

小
林　

卓
司 

様
（
宮
城
県
）

岡
崎　

昇 

様
（
島
根
県
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

重
田
一
平 

さ
ん
（
戸
円
）

坂
元
美
里 

さ
ん
（
龍
郷
町
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

藤
村　

舟せ
ん 

さ
ん
（
父 

雄
樹  

母 

真
実
・
大
棚
）

澤
山　

樹じ
ゅ
り里 

さ
ん
（
父 

英
樹  

母 

里
華
・
大
金
久
）

川
下　

花は
な 

さ
ん
（
父 

光  

母 

亜
里
寿
・
大
棚
）

重
信　

は
る
か
さ
ん
（
父 

日
隆  

母 

優
香
・
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

平
岡　

ア
サ
江 

様
（
75
歳
・
大
和
浜
）

元
井　

秀
隆 

様
（
86
歳
・
今
里
）

大
石　

藤
芳 

様
（
87
歳
・
大
金
久
）

戸
内　

セ
ツ 

様
（
93
歳
・
戸
円
）

安
田　

修 

様
（
73
歳
・
今
里
）

森　

フ
ミ 

様
（
１
０
３
歳
・
大
和
浜
）

時
元　

敬
良 

様
（
73
歳
・
戸
円
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

平
岡 

義
豊 

様
（
故 

平
岡
ア
サ
エ
様
）

大
石 

幸
蔵 

様
（
故 

大
石
藤
芳
様
）

森 

満
彦 

様
（
故 

森
フ
ミ
様
）

大和村長のフォトダイアリー

　4 月 29 日、関西大和会の再結成総会が尼崎市社会
福祉会館で行われました。昨年、関西奄美会 100 周
年記念式典の際に、会の存続が危惧されていました大
和会の組織を地元からも支援していこうと準備がなさ
れたところです。この度、新たに女性部も組織され、
関西大和会再結成の幕開けとなりました。
　これまでも関西において、会の存続に多くの先輩諸
君の皆様方がご尽力されましたことを称え、関西大和
会の更なる発展を祈念いたします。

大和村長　伊集院 幼

平成 30 年 4 月 29 日

NEW

伊集院村長による連載のコーナーです。
写真と共に村長の活動を

報告いたします。
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